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一寺言問を防災のまちにする会 
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主催者：「一寺言問を防災のまちにする会」（通称 一言会） 

 

・「一言会」は東京都の「防災生活圏」モ

デルとして、1985年に発足しました。 

・一寺小と言問小を避難拠点とする防災ま

ちづくりの区域を、災害に強く、もしも

の時には助け合えるまちにしようと様々

な活動をしています。 

・都や墨田区と一緒に、雨水利用の「路地

尊」を作ったり、歩きやすい街路の整備

をしたり、「瓦版」で道の拡幅や耐震補

強の啓蒙活動、地域内の開発行為のチェ

ックをしています。 

・現在、都や区の資金はありませんが、皆

さまの資金援助やご協力をいただき、未

来を担う子ども達向けに、防災力を育む

「イザ！カエルキャラバン」を主催して

います。 
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イザ！カエルキャラバンとは 

 

・「イザ！カエルキャラバン」は地域の防災訓練イベントとおもちゃの交換会「かえっこバ

ザール」を組み合わせた防災イベントです。 

・地域の防災訓練プログラムを体験するともらえるポイントとおもちゃを交換することがで

きます。 

・子どもがポイントを貯めるために楽しみながら防災訓練プログラムをすることで、防災上

必要な知識を身につけることができます。 

・また、子どもが積極的に参加する防災イベントとして、家族連れでにぎわう新しいカタチ

の防災訓練です。 

※2020年度は、コロナ禍の影響で、おもちゃの交換会は実施しませんでした。 

 

出典：イザ！カエルキャラバンＨＰより 
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開催目的 

 

・防災上必要な知識を・技術を何度も体験し、身につけることができる。 

・新しく本地域に住み始めた世帯が、地域とのつながりをつくることができる。 

・有事の際にも助け合える、地域内団間の協力関係を築きことができる。 

 

防災をきっかけに、地域のひと・歴史・文化を知る、愛着をもつこと 

地域自治力 ＝ 災害時の共助力を高める 

 

今年度の取り組みの特徴 

 

・現地体験（一寺言問集会所）とオンライン（YouTube配信）で実施。 

・コロナ感染のため、おもちゃの交換ではなく、オンラインでキーワードを集めて、お菓子

等と交換とした。 

・東京電力エナジーパートナーと連携。 

・協賛は最小限で実施。 

・行政等の補助金を利用せず、100％協賛金等でイベントを実施。 

 

（参考）過去の取り組み状況と特徴 

 第 1回[2009年度]：2009年 10月 4日 ➡初実施。３町会合同防災訓練と共同開催 

 第 2回[2010年度]：2010年 10月 3日 ➡単独開催。地域に開かれたプログラムの実施 

 第 3回[2011年度]：2012年 2月 4日 ➡冬期＆夜に寒さ、暗さ対策プログラムの実施 

 第 4回[2012年度]：2012年 11月 4日 ➡初めて全プログラムを参加し易い外部で実施 

 第 5回[2013年度]：2013年 11月 4日 ➡乳幼児をもつ親向けのプログラムを初実施 

 第 6回[2014年度]：2014年 11月 9日 ➡都市型水害や雨水利用を主要テーマに実施 

 第 7回[2015年度]：2015年 11月 14日 ➡企画段階から関係諸団体との協働で実施 

 第 8回[2016年度]：2017年 2月 26日 ➡資金的、体制面で持続可能な方法へ転換 

 第 9回[2017年度]：2018年 2月 10日 ➡言問小学校で初開催。言問地区との連携強化 

第 10回[2018年度]：2018年 11月 23日 ➡台風で順延開催。区職員のプログラム支援 

第 11回[2019年度]：2019年 11月 17日 ➡地震災害以外のプログラムを多数実施 
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イザ！カエルキャラバン in一寺言問 2020の概要 

～防災トレジャーハンターとなって、お宝をゲットしよう～ 

＜日時＞ 

① 会場での防災体験    ：２０２０年１２月６日（日） 午後２時～４時 

② オンラインでの防災体験 ：２０２０年１２月７日（月）～１２月１２日（土） 

③ お宝交換会       ：２０２０年１２月１３日（日） 午後２時～４時 

 

＜場所＞ 

① 会場での防災体験    ：一寺言問集会所 

② オンラインでの防災体験 ：イザ！カエルキャラバン！ in一寺言問 2020 特設サイト 

             （ULR：http://hitokotokai.com/kaeru2020） 

③ お宝交換会       ：一寺言問集会所 

 

＜プログラム＞ 

 １２プログラム（※かえっこ銀行、オークションは実施せず） 

 

プログラム名称 現地 オンライン 

路地尊巡り ○ ○ 

どこでもきれい「紙石鹸」作り ○ ○ 

すみだの災害を探検しよう  ○ 

マシュマロ焼き ○  

ジャッキアップ de コリントゲーム ○ ○ 

いつでも役立つ「ヒモ結び」！ ○ ○ 

車イス体験ライブ  ○ 

うんちクイズ&ゼッコー腸ダンス！  ○ 

お家の非常食を調査してみよう！  ○ 

家庭用品でできる防災対策  ○ 

イザ！カエルくん救出大作戦  ○ 

防災ブレーカー解説 ○  
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＜参加者数＞ 

 約１６０名 

（６日     ：約４０名（参加者 １０名、スタッフ 約３０名） 

（７日～１２日 ：約８０名（YouTube動画再生数８１回） 

（１３日    ：約４０名（参加者 ２３名、スタッフ 約１５名） 
 

（参考）過去の参加者数 

開催回 参加者数 

第 1回[2009年度]：2009年 10月 4日 １３０名 

第 2回[2010年度]：2010年 10月 3日 ３５０名 

第 3回[2011年度]：2012年 2月 4日 ３２０名 

第 4回[2012年度]：2012年 11月 4日 ３５０名 

第 5回[2013年度]：2013年 11月 4日 ３２０名 

第 6回[2014年度]：2014年 11月 9日 ２５０名 

第 7回[2015年度]：2015年 11月 14日 ２５０名 

第 8回[2016年度]：2017年 2月 26日 ２８０名 

第 9回[2017年度]：2018年 2月 10日 ２８０名 

第 10回[2018年度]：2018年 11月 23日 ３５０名 

第 11回[2019年度]：2019年 11月 17日 ４００名 
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＜協賛・協力団体＞ 

・今回は、コロナ感染のため、イベントを縮小するため、協賛団体は最小としました。 

 

【協賛団体】 

東京向島ロータリークラブ／東京東信用金庫／東京電力エナジーパートナー株式会社／

（株） トーカイ 

【協力団体】 

都立墨田川高校／都立本所高校／区立第一寺島小学校・同 PTA／区立言問小学校・同

PTA／区立第二寺島小学校 PTA／区立第三寺島小学校 PTA／区立小梅小学校 PTA／区立墨

田中学校 PTA／墨中地区青少年育成委員会／一寺地域防災情報連絡会／言問小地区防災

連合会／向島消防署／本所消防署／本所消防団第三分団／本所消防団第四分団／本所消

防団第八分団／てらじま広場愛護会／NPO 法人プラス・アーツ／ボーイスカウト墨田８

団／ボーイスカウト墨田９団／東京土建墨田支部／ふじのきさん家（NPO法人燃えない

壊れないまち・すみだ支援隊）／墨田区少年団体連合会／むこうじま高齢者支援総合セ

ンター／こうめ高齢者支援総合センター／むこうじま高齢者みまもり相談室／（公社）

墨田区医師会／東京電力エナジーパートナー株式会社／東京工業大学真野研究室／芝浦

工業大学 すみだの巣づくりプロジェクト／工学院大学藤賀研究室／千葉大学鈴木研究

室 

【協力町内会】 

東向島一丁目中町会／東向一南町会／堤通一丁目町会／東向島宮元町会／向島五丁目西

町会／向島五丁目東町会 
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＜広報活動＞ 

・例年実施しているイベント開催のチラシ、防災まちづくり瓦版(一言会発行)を作成して、

小学校などの間施設等に配布しました。 

 

     

イザ！カエルキャラバン！の開催チラシ（表）  
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イザ！カエルキャラバン！の開催チラシ（裏）  
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＜当日配布資料等＞ 

・イベント当日には、コロナ対応の書類、キーワード記入用紙を参加者に配布しました。 

 

 

コロナ対応の書類（参加申込書） 

 

 

キーワード記入用紙 
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今回のカエルキャラバン用のホームページ  
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プログラムの検討ワークショップ 

 

・地域団体に協力を依頼し、防災訓練プログラムの検討するためにワークショップを実施し

ました。今年度はコロナ禍であることを考慮して、オンライン会議を実施しました。 

 

会議日程・場所 会議の内容 

第１回 

７月 16日（木） 

 

一寺言問集会所＋オン

ライン会議（Zoom） 

■今年度のカエルキャラバンについて 

・コロナが落ち着いた時とコロナの影響が衰えない時での対応

を検討 

・日程の検討 

第２回 

８月 26日（水） 

 

一寺言問集会所＋オン

ライン会議（Zoom） 

■日程 

・日程の延長を決定（オンラインなど実施方法の検討などの準備

が必要なため） 

■プログラムの検討 

第３回 

９月 29日(火) 

 

一寺言問集会所＋オン

ライン会議（Zoom） 

■日程 

・12 月６日（日）と 12 月 13 日（日） 

■プログラムの検討 

・具体的なプログラムの検討 

・オンラインの公開方法の検討 

第４回 

11月９日（月） 

 

一寺言問集会所＋オン

ライン会議（Zoom） 

■プログラム（準備・動画）の進捗状況 

■協賛について 

■景品について（お菓子、防災グッズなど） 

■当日の動きの確認 

第５回 

11月 23日（月） 

 

一寺言問集会所＋オン

ライン会議（Zoom） 

■景品について 

■協賛について 

■チラシについて 

■キーワードについて 

■ホームページについて 

■備品について 

■当日スケジュールについて 
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当日の様子（12/6（体験）、12/7～13（YouTube配信）、12/13（お菓子配布）） 

■受付（12/6） 

・コロナ対応のため、参加申込書（緊急連絡先等）を記載してもらった。 

・一言会が担当。 

   

 

■路地尊巡り（YouTube配信） 

・まちの中の雨水施設である「路地尊」の紹介。 

・一言会が担当。 

  

 

■どこでもきれい「紙石鹸」作り（現地体験・YouTube配信） 

・持ち運びができる紙石鹸づくりの体験。 

・一言会が担当。 
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■すみだの災害を探検しよう（YouTube配信） 

・すみだのまちは昔、どのような災害があったのか紹介。 

・一言会が担当。 

   

 

■マシュマロ焼き（現地体験） 

・炭や薪などでマシュマロ焼きの体験。 

・一言会、千葉大学が担当。 

   

 

■ジャッキアップ de コリントゲーム（現地体験・YouTube配信） 

・ジャッキアップの使い方を学び、ボーリングゲームを楽しんでもらう。 

・東京土建 墨田支部が担当。 
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■いつでも役立つ「ヒモ結び」！（現地体験・YouTube配信） 

・災害時に役に立つロープの結び方を紹介。 

・ボーイスカウト東京連盟 墨田第 9団が担当。 

   

 

■車イス体験ライブ（ YouTube配信） 

・車椅子の押し方や乗せ方などを紹介。 

・むこうじま高齢者みまもり相談室、墨田区医師会、こうめ高齢者支援総合センター、(株)

トーカイが担当。 

  

 

■うんちクイズ&ゼッコー腸ダンス！（YouTube配信） 

・避難所生活による体調不良を改善するゼッコー腸ダンス！の紹介とうんちクイズ。 

・むこうじま高齢者みまもり相談室、墨田区医師会、こうめ高齢者支援総合センター、(株)

トーカイが担当。 
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■お家の非常食を調査してみよう！（YouTube配信） 

・非常食について紹介。 

・ふじのきさん家・芝浦工業大学すみだの”巣”作りプロジェクトが担当。 

  

 

■家庭用品でできる防災対策（YouTube配信） 

・防災対策に活用できる身近なものの意外な使い方を紹介。 

・工学院大学が担当。 

  

■イザ！カエルくん救出大作戦（YouTube配信） 

・色々な災害におそわれたカエル君を救助する方法をクイズで紹介。 

・東京工業大学が担当。 
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■防災ブレーカー解説（現地体験） 

・防災ブレーカーの仕組みについて解説。 

・東京電力エナジーパートナーが担当。 

   

 

■お菓子の交換（12/13） 

・オンラインで確認したキーワードとお菓子を交換。 

・一言会、東京電力エナジーパートナーが担当。 

   

 

■集合写真（12/6）  
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決算報告（収支） 

 

（単位：円） 

収入 項目 金額 備考 

 協賛金 75,000  

  計 75,000  

 

（単位：円） 

支出 項目 金額 備考 

 参加賞菓子代 14,894  

 イベント保険料 2,100  

 昼食代 3,850  

 Zoom会議接続費用 8,598  

 会議用雑費 7,300  

 報告書印刷費 35,805 100部 

  計 72,547  

 

 

【差引収支】  

 75,000 円 － 72,547円 ＝ 2,453 円 
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今後の取組みに向けて＜課題＞ 

・当日の振り返りと今後の取組への課題等についての意見交換を行う反省会を行いました。 

 

【反省会の概要】 

日時：2020年 12月 13日 17：00～ 

場所：一言集会所 

 

【主な意見】 

・動画をつくるのに２日ぐらい。しかし準備には時間がかかった。 

・子どもたちには、QRコードがわからないかもしれない。 

・本日は 20人ぐらい来たので、思ったより来てよかった。動画も短時間の割にはできていた。

これをやるまでイメージができなかった。よくここまでかぎつけたと思う。 

・今回、動画作成に不慣れな団体が参加したことが今後につながる。地域としていろんな団

体と連携することが大切。 

・最初はそこまでしてやることかと思った。しかし、終わってからやるべきだと思った。今

後の絶やすことなく続けていきたい。 

・この地域で防災の活動をしていることを初めて知った。イベントの中で、企業の立場とし

てどのように解決できるのかを、皆さんと答えを見つけたい。 

・カエルキャラバンのコンテンツの素晴らしさを再認識した。一方で、新しい時代のコンテ

ンツを考えることが必要である。 

・やめようという意見が大多数の中で、オンラインをチャレンジしてできてよかった。非常

事態は地震と同様である。やめるのは簡単なのでやれてよかった。 

・電柱の浸水の目盛りをつけてほしい。 

 

最後に 

イザ！カエルキャラバン in一寺言問 2020にご協力いただいた多く方々にお礼を申し上げま

す。 

新型コロナウイルス感染拡大により、人を集めたイベントが実施しにくい状況の中で、実際に

イベントが開催できたことは、今後のウィズコロナ、ニューノーマルの時代のイベントの実施へ

自信がつきました。地域の皆様、地域防災力の向上に向けて、今後ともご協力をよろしくお願い

いたします。 
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